
 

 

社会福祉研修事業
 

 
 

 

福祉の仕事に従事する方のスキルアップのために、各種研修を行っています。 

研修には主に以下４つの枠組みがあります。 
 

①「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」 
初任者・中堅・チームリーダー・管理職員と、福祉職員が段階に応じて共通に求められる能力の

向上・習得を支援するものです。 

 

②「人権研修」 
利用者支援にとって、また働く職員にとって必要不可欠な「人権」について、今一度振り返り、

今後の実践のステップアップを図ることを目的に実施しています。 

 

③「専門課題別研修」 
・援助技術系研修･･･福祉の専門性のキャリアを高めることを目的に実施しています。 

・組織運営系研修･･･チームケアとして組織性のキャリアを高めることを目的に実施しています。 

 

④「その他の研修」 
京都市や京都市社会福祉施設連絡協議会等との委託研修を中心に進めています。 

 

 

 

「京・福祉の研修情報ネット」ホームページの管理・運営 

 インターネットを利用し、市内の社会福祉施設・事業所で働く人や、福祉に関心のある市民の方

を対象とする研修会や講座等の情報を発信しています。 

          www.miyako-kenshu-net.jp  みやこけんしゅう  検索 

例①「福祉施設等での事故予防の研修」では 

 

 

 

 

 

 

 

例②「支援記録の基本と支援への活かし方の研修」では 

 

 

 

≪受講前≫ 

事故にはつながらないものの、

ヒヤリとした時の報告（ヒヤリ

ハット報告書）の分析が課題。 

≪受講後≫ 

研修で学んだ事例検討シートを活用することで、

報告事例を深く分析することができた。その結果、

今までと視点の違う意見や解決方法が議論できる

ようになり、サービスの向上に活かせた。 

≪受講前≫ 

記録の重要性や意義を職員全員が

深く理解できるようになりたい。 

 

受講者の声 
（３か月後アンケートより） 

福祉職員の資質向上、業務改善につながっています！！ 

≪受講後≫ 

記録プロジェクトチームを発足。研修内容を取り入れ、

チームを中心に記録に関しての課題を抜き出し、 

マニュアルの見直し、作成を実施した。 


